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電気（伝導）材料

アルミ合金
エナメル線

鉄心材料 積層電磁鋼鈑

絶縁材料

チューブ
塗装
フィルム
テープ

モータの構成材料



Page 2

特性項目 銅線 アルミ線

導電率 % 100 62

比電気抵抗 x10-8Ω･m 1.724 2.781

比重 -- 8.89 2.70

引張り強さ N/mm2 215～264 68～107

大きな動力を得るには、
・大きな磁束密度
・大きなサイズ
・大きな電流
→ 電流を流れ易くする

電気伝導材料
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線種 記号 温度指数

［℃］

特徴 使用上の注意 用途

ﾎﾟﾘﾋﾞﾆｰﾙ

ﾎﾙﾏｰﾙ線

PVF 105 ・一般的な線で安価

・機械的特性

・ｸﾚｰｼﾞﾝｸﾞが発生し易い ・油入りﾄﾗﾝｽ

ポリウレタン線 PU 105 ・ﾊﾝﾀﾞ付け性を有す ・皮膜の機械的強度に劣る

・ｸﾚｰｼﾞﾝｸﾞが発生し易い
・ﾘﾚｰｺｲﾙ

・小形ﾄﾗﾝｽ

ポリエステル線 PEW 155 ・耐熱性、電気特性良好 ・耐熱衝撃性に劣る

・加水分解性を有す

・汎用ﾓｰﾀ

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙｲﾐﾄﾞ線 EIW 180 ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙにｲﾐﾄﾞ基を導入
し耐熱性を向上

・機械的特性が良好

・皮膜の導体密着性にや
や劣る

・皮膜剥離が困難

・汎用ﾓｰﾀ

ﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞｲﾐﾄﾞ

ｵｰﾊﾞｺｰﾄ

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙｲﾐﾄﾞ線

AIEIW 200 ・耐熱性、機械的特性、
耐薬品性に優れてい
る

・皮膜剥離がﾎﾟﾘｴｽﾃﾙｲﾐ
ﾄﾞ線よりさらに困難

・耐熱性ﾄﾗﾝｽ

・耐熱性ﾓｰﾀ

・耐冷媒性ﾓｰﾀ

ﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞｲﾐﾄﾞ線 AIW 220 ・同上 ・同上 ・同上

ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ線 PIW 240 ・耐熱性が非常に優れる

・耐放射線性に優れる

・耐ｱﾙｶﾘ、耐湿熱性にや
や劣る

・耐熱ﾄﾗﾝｽ,ﾓｰﾀ

・耐放射線用途

マグネットワイヤ（エナメル線）の種類 （絶縁被膜の種類による分類）

電気材料：エナメル線の種類
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出典 ： モータ技術フォーラム資料より抜粋 (2007.6.25).

良い電磁鋼板とは、磁束密度が高く、鉄損の小さいものである。

ヒステリシス損 Ｗｈ ∝ 周波数 × 磁束密度１．６～２

渦電流損 Ｗｅ ∝ 周波数２ × 磁束密度２ × 板厚２ ／ 固有抵抗

鉄心材料：鉄損
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軟磁性材

出典 ：わかる電磁鋼板(1985)

硬磁性材

ケイ素を添加することによる効果
・固有抵抗が大きくなる
・透磁率が大きくなる
・硬度が大きくなる
・飽和磁束密度が若干低くなる。

鉄心材料：ヒステリシス特性
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出典 ： モータ技術フォーラム資料より抜粋 (2007).

薄板を積層する理由

モータコアに鉄の塊を用いると、モータコア内に大きな渦電流が流れ、
大きな損失（渦電流損）が発生し、発熱が大きくなる。
通常、０．３，０．５ｍｍ厚等の電磁鋼板が用いられる。

鉄心材料：積層電磁鋼鈑と渦電流損
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改訂3版では、耐熱クラス90（Y）等に記述変更

絶縁材料：絶縁の種類 (p8)
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改訂3版では、耐熱クラス90（Y）等に記述変更

（改訂2,3版共通）

絶縁材料：絶縁の種別 (p9)
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ヒステリシス損係数

うず電流損係数

ケイ素を添加すると
・固有抵抗が大きくなる
・飽和磁束密度が若干低くなる

ケイ素
増大

P4 （改訂3版）

（改訂2,3版共通）

鉄心材料
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